
説
一
切
有
部
（
殿
『
ぐ
開
口
ぐ
乱
四
）
の
文
献
は
、
イ
ン
ド
仏
教
思
想
の
展

開
を
考
え
る
う
え
で
は
も
ち
ろ
ん
、
部
派
分
裂
史
の
解
明
、
写
本
の
解
読

と
い
っ
た
様
々
な
研
究
分
野
に
必
須
の
知
識
を
提
供
す
る
。
し
か
し
「
仏

教
の
煩
頂
哲
学
」
（
、
匡
注
言
普
の
ｇ
ｏ
置
切
胃
耐
日
）
と
も
表
現
さ
れ
る
そ

の
複
雑
な
教
義
体
系
は
、
専
門
家
に
と
っ
て
さ
え
容
易
に
理
解
し
う
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
欧
米
に
お
い
て
は
、
主
要
テ
ク
ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
漢

訳
で
し
か
現
存
し
な
い
と
い
う
状
況
も
お
お
き
な
障
害
と
な
ろ
う
。
ゆ
え

に
従
来
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
適
切
な
概
論
と
文
献
案
内
の
存
在
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
に
国
『
筐
よ
り
「
東
洋
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
田
自
昏
巨
９
号
旬
○
国
の
ご
邑
曽
時
）
の
一
冊
と
し
て
、
新
た
な
有
部

の
概
説
書
が
登
場
し
た
こ
と
を
、
ま
ず
は
歓
迎
し
て
お
き
た
い
。
本
書
は
、

有
部
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
を
概
観
し
、
現
存
す
る
主
要
文
献
に
基
づ
い

て
そ
の
教
義
内
容
を
考
察
し
た
英
文
著
作
で
あ
る
。

本
書
は
三
名
の
研
究
者
に
よ
る
共
著
で
あ
る
。
執
筆
分
担
に
つ
い
て
は

書
評
・
紹
介

、
く
く
く
く
く
く
く
く
〆
７ 山

○
冒
煙
己
の
切
ご
蚕
匡
の
日
①
ロ
》
団
四
再
口
①
の
的
①
甘
》
○
○
一
斤
耳
○
○
ｘ

の
冑
く
倒
里
冒
画
・
四
国
巨
巳
堅
巨
里
の
９
５
医
里
旨
厨
日

福
田

琢

明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
乏
昌
の
日
の
目
博
士
の
緒
言
（
も
【
①
註
○
の
）
か
ら

察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
同
博
士
に
よ
る
監
修
の
も
と
、
大
部
分
の
本

文
執
筆
を
ロ
の
い
の
①
旨
博
士
が
担
当
し
、
第
三
章
だ
け
は
○
○
×
博
士
の
手

に
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ｏ
冨
号
の
乏
筐
①
日
の
ロ
博
士
（
刃
Ｏ
註
“
の
貝

の
扁
昌
三
目
○
口
巴
ご
巳
く
の
目
ご
）
に
は
「
阿
毘
曇
心
論
』
の
英
訳
Ｇ
‐
ざ

固
閏
§
Ｒ
ミ
ミ
寓
号
ご
凰
目
．
』
罫
員
言
、
言
口
茸
烏
旨
．
）
勺
巨
匡
旨
呉
旨
易
号

，
、

、

］
》
胃
ロ
里
一
目
房
国
①
街
の
凸
①
の
国
四
員
の
、
同
冒
旦
の
ｍ
ｍ
ｏ
巨
旦
堅
言
色
匡
①
の
》
、
酔
耐

、国
己
の
の
里
忌
鶯
の
め
吟
切
目
の
ｍ
①
］
》
ら
計
》
筆
者
未
見
）
や
「
法
集
要
頌

経
』
の
英
訳
（
墓
、
ｇ
胃
、
馬
犀
吋
苫
口
ご
Ｓ
曾
》
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
誌
三

一
号
に
掲
載
さ
れ
た
大
窪
祐
宣
氏
の
書
評
、
お
よ
び
同
三
三
号
に
掲
載
さ

れ
た
そ
れ
に
対
す
る
弓
筐
の
白
呂
博
士
自
身
の
反
論
を
参
照
さ
れ
た
い
）

と
い
っ
た
有
部
系
の
漢
訳
文
献
の
研
究
成
果
が
あ
る
。
国
営
ロ
の
い
の
①
宮

博
士
（
シ
い
：
国
貝
甲
旦
の
閉
９
．
の
言
具
ｚ
呂
○
冒
巴
ご
己
ぐ
の
『
切
身
）
に
つ

い
て
筆
者
は
多
く
を
知
ら
な
い
が
、
本
書
の
翌
年
に
全
三
巻
か
ら
な
る

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
の
英
訳
含
ミ
逗
尋
萄
罫
ミ
言
、
ミ
息
鼠
遣
凰
罵
園
ミ
ミ

、
ｓ
ｏ
言
貿
片
時
量
昌
一
罫
』
畠
胃
堅
奇
斡
さ
震
い
淫
鼻
営
ご
苫
吻
・
》
国
巨
旦
旦
巨
呉
弓
Ｈ
ｍ
ｅ
庁
５
画
の

の
ｇ
の
い
く
２
閉
‐
韻
巨
○
巨
巴
、
四
目
閏
巴
烏
の
い
》
ロ
巴
匡
ゞ
５
９
】
未
見
）

を
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
○
呂
呂
○
○
〆
博
士
（
勺
Ｈ
ｏ
貯
め
の
○
『
》
ご
己
ぐ
の
『
の
ご

○
雪
蚕
“
宮
月
８
目
）
は
近
年
「
順
正
理
論
』
心
不
相
応
行
論
（
巻
十
二
１

巻
十
四
）
の
英
訳
Ｓ
ミ
ミ
ミ
ロ
言
葛
冨
員
同
ミ
唇
団
員
今
曽
導
き
、
爵
§

崗
営
科
怠
、
旨
Ｒ
◆
．
の
白
ｓ
四
勺
言
］
○
５
四
０
ｍ
ｍ
巨
旦
旦
言
の
四
声
［
○
国
○
ぬ
愚
で
面
の
臼
房
め

凋
目
。
弓
写
の
胄
昌
①
門
冒
９
５
国
巴
冒
翼
一
目
府
庁
同
国
巨
口
ｇ
巨
望
の
冨
巳
①
い
》
弓
○
戸
と
○

己
閉
）
を
上
梓
し
た
。
そ
の
序
論
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
有
部
の
概
説
害
と

し
て
も
す
ぐ
れ
て
お
り
、
筆
者
と
し
て
は
本
書
と
の
併
読
を
ぜ
ひ
と
も
椎
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本
書
は
序
論
と
四
つ
の
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
、
第
二
章
が
歴
史
研
究
、

第
三
章
、
第
四
章
が
文
献
研
究
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
紙
幅
の
都

合
で
ご
く
簡
単
な
要
約
に
な
る
が
、
以
下
そ
の
内
容
を
各
章
ご
と
に
紹
介

し
、
続
い
て
筆
者
の
所
感
を
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

奨
し
た
い
。

序
論
旨
３
号
Ｏ
８
ｑ
詞
の
日
四
詩

説
一
切
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
は
「
小
乗
」
と
は
称
さ
れ
る
も
の
の
、
内
実

は
す
ぐ
れ
た
哲
学
体
系
で
あ
る
。
中
国
で
毘
曇
と
い
え
ば
、
実
際
は
有
部

の
そ
れ
を
指
す
。
ま
た
南
伝
ア
ビ
ダ
ン
マ
に
比
肩
し
う
る
組
織
的
な
論
蔵

を
残
し
て
い
る
北
伝
の
部
派
は
有
部
だ
け
で
あ
る
。

第
一
章
ダ
ル
マ
に
つ
い
て
○
厨
宮
田
○
口
の
￥
鈩
冒
具
号
の
ロ
冨
閂
日
四

第
一
節
聖
典
の
編
纂
。
。
営
菖
§
。
言
具
詩
。
§
§
一
’
一
○
頁

仏
教
聖
典
の
編
蟇
は
、
仏
滅
（
本
書
で
は
紀
元
前
三
六
八
年
）
直
後
の

第
一
結
集
に
お
け
る
経
と
律
の
読
調
よ
り
始
ま
る
。
や
が
て
部
派
分
裂
の

時
代
に
入
る
と
、
各
部
派
は
独
自
の
経
蔵
と
律
蔵
を
伝
え
る
よ
う
に
な
る
。

第
二
節
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
崔
守
量
忌
ミ
蒼
亀
屋
ミ
ミ
ミ
、
一
○
’
一
六

頁
続
い
て
論
蔵
が
成
立
す
る
。
お
そ
ら
く
、
ま
ず
『
十
上
経
』
「
衆
集
経
』

の
よ
う
な
分
析
的
経
典
に
基
づ
い
て
三
十
七
道
品
や
マ
ー
ト
リ
カ
ー
と
い

っ
た
リ
ス
ト
が
つ
く
ら
れ
、
続
い
て
そ
れ
ら
に
注
釈
が
施
さ
れ
、
次
第
に

各
部
派
独
自
の
諭
書
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二

続
く
第
二
章
の
内
容
は
、
本
書
全
体
の
構
成
に
も
か
か
わ
る
、
い
わ
ば

本
書
の
核
心
部
で
あ
る
。

第
三
節
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
爵
、
昌
昌
昌
島
」
》
萱
蚤
ミ
ミ
緯
一
六
’
三

五
頁駛

同
鼠
昌
鼠
烏
と
い
う
名
称
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
部
派
が
自
ら
の
思

想
的
特
徴
を
端
的
に
表
現
す
る
目
的
で
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
有
部
の

論
耆
群
は
、
①
素
朴
な
経
典
注
釈
二
集
異
門
足
論
』
「
法
蘓
足
論
』
）
、
②

組
織
的
論
述
を
も
つ
教
義
書
（
「
施
設
論
』
乃
至
『
発
智
論
』
）
、
③
高
度

な
論
争
害
（
「
大
毘
婆
沙
論
』
）
、
④
綱
要
害
（
「
阿
毘
曇
心
論
』
系
諭
書
お

よ
び
「
倶
舎
論
』
）
と
い
う
四
段
階
に
分
類
さ
れ
る
。
思
想
的
な
特
徴
と

し
て
は
、
三
世
実
有
説
（
法
の
自
性
と
作
用
）
、
刹
那
滅
論
（
有
為
相
実

在
説
）
、
十
二
縁
起
説
（
三
川
両
重
因
果
）
、
因
縁
論
（
六
因
・
叫
縁
・
五

果
）
、
修
行
道
論
（
三
賢
・
四
善
根
・
見
道
・
修
道
）
、
輪
廻
説
（
中
有
実

在
説
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
が
序
論
と
第
一
章
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
導
入
部
も
し
く

は
総
説
に
あ
た
り
、
内
容
的
に
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

は
見
あ
た
ら
な
い
。
な
お
最
後
の
有
部
学
説
の
概
観
は
『
雑
阿
毘
曇
心

論
』
の
本
文
を
頻
繁
に
引
用
し
な
が
ら
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お

そ
ら
く
先
に
述
べ
た
ロ
の
め
ぃ
の
旨
博
士
の
『
雑
心
論
』
英
訳
の
成
果
を
取

り
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
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第
二
章
歴
史
と
説
一
切
有
部
○
冨
宮
関
プ
暑
○
》
巴
禺
○
曼
四
且

め
四
門
ぐ
画
の
ご
く
倒
匡
四

第
一
節
マ
ウ
リ
ヤ
朝
自
寄
巨
§
こ
§
曽
ゼ
ミ
三
六
’
九
二
頁

曰
牙
国
の
邑
閏
の
５
昼
】
イ
ン
ド
に
お
け
る
最
初
の
統
一
は
マ
ウ
リ
ャ

朝
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
マ
ウ
リ
ヤ
朝
は
第
三
代
ア
シ
ョ
ー
カ
王
（
前

二
七
○
’
二
三
○
在
位
）
の
頃
ま
で
繁
栄
す
る
。
こ
の
時
代
背
景
は
根
本

分
裂
の
要
因
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

百
目
胃
尊
ロ
○
号
＆
く
巴
闘
胃
Ｈ
ｍ
ａ
も
四
国
唇
昌
国
】
第
二
結
集
お
よ
び

根
本
分
裂
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
つ
の
主
要
な
伝
承
、
す
な
わ
ち

『
デ
ィ
ー
パ
ヴ
ァ
ン
サ
』
な
ど
の
南
方
史
料
に
よ
る
ヴ
ァ
ー
ィ
シ
ャ
ー

リ
ー
第
二
結
集
の
記
述
と
、
「
異
部
宗
輪
論
』
一
大
毘
婆
沙
論
」
な
ど
に
見

え
る
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
結
集
の
記
述
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

【
い
目
篇
胖
８
己
野
口
ａ
ｇ
Ｕ
四
国
唇
巨
園
】
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
の
結

集
に
つ
い
て
伝
え
る
資
料
は
有
部
系
の
教
義
文
献
が
主
で
あ
り
、
ゆ
え
に

根
本
分
裂
の
要
因
を
教
義
的
な
論
争
（
マ
ハ
ー
デ
ー
ヴ
ァ
の
五
事
説
）
に

求
め
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
よ
り
信
頼
で
き
る
ヴ
ァ
ー
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
結

集
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
時
代
、
仏
教
圏
の
拡
大
と
と
も
に

地
域
差
あ
る
い
は
生
活
習
慣
の
違
い
と
い
っ
た
問
題
が
起
こ
り
、
も
は
や

ひ
と
つ
の
律
を
厳
格
に
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
僧
団
に
適
用
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
が
、
部
派
の
分
裂
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
中
イ
ン
ド
出
身
の
比
丘
は
戒
律
の
規
制
緩
和
を
め
ぐ
る
提
言
（
十

事
）
を
支
持
し
て
大
衆
部
を
形
成
し
、
西
方
か
ら
南
路
を
経
て
や
っ
て
来

た
少
数
派
の
比
丘
た
ち
は
そ
れ
に
反
対
し
て
論
争
に
敗
れ
上
座
部
と
な
り
、

や
が
て
説
一
切
有
部
な
ど
に
分
派
し
て
い
っ
た
。

層
陸
『
く
開
牙
乱
四
国
管
国
冨
】
有
部
の
三
蔵
お
よ
び
雑
蔵

負
い
且
国
富
官
冨
嚴
）
の
細
部
を
根
本
説
一
切
有
部
所
伝
の
対
応
テ
ク

ス
ト
と
比
較
し
て
み
る
と
、
根
本
説
一
切
有
部
と
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
が
決

し
て
没
交
渉
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
概
し
て
根
本
有
部

の
テ
ク
ス
ト
は
有
部
の
も
の
よ
り
古
い
伝
承
を
保
持
し
て
お
り
、
一
方
カ

シ
ミ
ー
ル
有
部
は
六
足
論
の
段
階
的
成
立
と
と
も
に
独
自
の
説
を
立
て
て

ゆ
く
が
、
「
大
毘
婆
沙
論
』
の
時
期
を
境
に
、
再
び
根
本
有
部
説
を
導
入

す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
後
代
に
は
根
本
有
部
が
優
勢
に
な
り
、
カ
シ

ミ
ー
ル
有
部
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節
バ
ク
ト
リ
ア
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
団
員
ミ
ミ
ロ
ミ
の
§
忌
習
園
九

三
’
一
一
○
頁

香
の
ｇ
①
邑
円
ｍ
８
ｑ
】
紀
元
前
三
世
紀
頃
よ
り
西
方
バ
ク
ト
リ
ァ
の

ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
に
よ
る
イ
ン
ド
統
治
が
始
ま
り
、
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
時

代
（
紀
元
前
一
五
八
年
か
ら
一
三
○
年
頃
）
に
至
る
が
、
や
が
て
月
支
に

追
わ
れ
て
イ
ン
ド
に
入
っ
て
き
た
サ
カ
族
に
よ
っ
て
没
落
す
る
。

壱
ｐ
Ｏ
ｇ
『
旨
巴
胃
ぐ
の
］
８
日
の
貝
】
マ
ウ
リ
ヤ
朝
を
倒
し
た
シ
ュ
ン
ガ
朝

時
代
に
は
迫
害
を
受
け
た
仏
教
も
、
こ
の
時
代
に
は
比
較
的
自
由
な
空
気

の
な
か
で
再
び
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
見
た
。

宙
．
己
山
易
国
貝
時
、
》
の
騨
昌
国
昌
時
四
四
且
（
巨
口
医
‐
）
ｇ
Ｈ
ぐ
倒
昌
ぐ
乱
画
】
こ
の

時
代
に
有
部
か
ら
経
量
部
が
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
資
料
に
よ

れ
ば
経
量
部
は
説
転
部
と
同
一
で
あ
り
、
ま
た
有
部
か
ら
は
譽
嶮
者
と
い

う
蔑
称
で
呼
ば
れ
た
。
経
量
部
説
を
採
用
す
る
後
代
の
『
倶
舎
論
」
や
そ

の
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
注
の
記
述
に
は
、
細
部
に
お
い
て
根
本
有
部
伝
承
と

対
応
す
る
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。
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第
三
節
カ
シ
ミ
ー
ル
穴
鼠
ミ
ョ
、
二
○
’
一
二
五
頁

石
牙
口
①
邑
閏
“
８
国
】
続
い
て
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
の
最
盛
期
と
も
い

え
る
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
時
代
に
入
る
。
と
り
わ
け
カ
ニ
シ
カ
王
（
紀
元
後
二

世
紀
）
は
、
イ
ン
ド
仏
教
史
上
ア
シ
ョ
ー
カ
王
に
比
肩
し
う
る
ほ
と
ん
ど

唯
一
の
人
物
で
あ
り
、
有
部
と
の
関
わ
り
も
深
い
。

届
目
蔚
の
言
＆
旦
悶
鼠
皀
司
四
】
カ
ニ
シ
カ
王
時
代
に
カ
シ
ミ
ー
ル
で

結
集
が
開
か
れ
た
。
『
西
域
記
』
や
プ
ト
ン
史
お
よ
び
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
史

は
多
く
の
部
派
が
参
集
し
た
と
伝
え
る
が
、
事
実
は
有
部
独
自
の
結
集
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
根
本
諭
書
と
し
て
の
「
発
智
論
』
の
権
威

が
確
立
さ
れ
、
そ
の
注
釈
す
な
わ
ち
後
の
「
婆
沙
論
」
の
編
蟇
が
行
わ
れ

た
。百

口
。
Ｃ
ａ
ロ
巴
固
く
巳
昌
ｏ
ロ
】
カ
シ
ミ
ー
ル
に
お
い
て
「
婆
沙
論
』
が

集
成
さ
れ
た
頃
か
ら
、
『
発
智
論
』
が
「
身
体
」
で
あ
り
、
「
集
異
門
足

論
』
「
法
恵
足
論
』
『
施
設
論
」
「
界
身
足
論
』
「
識
身
足
論
』
「
品
類
足
論
」

の
六
諭
書
は
そ
れ
を
支
え
る
「
足
」
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
六

足
・
発
智
」
の
構
想
が
生
ま
れ
る
（
な
お
本
項
は
、
巻
頭
の
目
次
で
は

く
巴
匡
凶
巴
百
○
【
号
ａ
ｏ
ご
と
題
さ
れ
て
い
る
）
。

眉
ｂ
○
口
。
旨
巴
○
口
】
以
上
の
考
察
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

マ
ト
ゥ
ラ
ー
よ
り
発
祥
し
た
説
一
切
有
部
は
、
歴
史
的
発
展
過
程
と
地
理

的
広
が
り
の
な
か
で
、
お
お
き
く
二
つ
の
流
れ
を
生
ん
だ
。
す
な
わ
ち
カ

シ
ミ
ー
ル
で
は
「
六
足
・
発
智
」
の
構
想
の
も
と
に
「
発
智
論
』
注
釈

『
婆
沙
論
」
が
著
さ
れ
、
一
方
バ
ク
ト
リ
ァ
お
よ
び
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
は

『
心
論
』
系
綱
要
害
が
著
さ
れ
た
。
カ
シ
ミ
ー
ル
毘
婆
沙
師
は
ク
シ
ャ
ー

ナ
王
朝
の
庇
護
の
も
と
に
威
勢
を
誇
り
、
『
雑
阿
毘
曇
心
論
」
な
ど
の
後

期
「
心
論
』
系
論
書
に
も
思
想
的
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
か
し
ク
シ
ャ
ー
ナ

朝
の
衰
退
と
と
も
に
そ
の
力
が
弱
ま
る
と
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
以
来
の
流
れ
を

汲
む
ガ
ン
ダ
ー
ラ
系
有
部
は
「
経
量
部
」
と
称
し
て
、
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部

の
権
威
主
義
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
『
倶
舎
論
』
が
こ
の
時
代
の
代
表
的

な
著
作
で
あ
る
。
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
は
経
量
部
を
「
髻
嶮
者
」
と
呼
ん
で

異
端
視
し
た
が
、
や
が
て
勢
力
関
係
は
逆
転
す
る
。
そ
こ
で
経
量
部
は
、

自
分
た
ち
こ
そ
本
来
の
有
部
学
説
の
正
統
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す

る
た
め
に
「
根
本
説
一
切
有
部
」
と
称
し
、
七
世
紀
か
ら
九
壯
紀
に
か
け

て
有
部
の
主
流
の
座
に
立
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
説
一
切
有
部
」
と
は
「
譽

嚥
者
」
「
経
量
部
」
「
毘
婆
沙
師
」
「
根
本
有
部
」
を
含
め
た
ひ
と
つ
の
総

称
で
あ
る
。

第
四
節
中
国
○
迂
冒
一
二
六
’
一
三
七
頁

召
弓
扁
”
○
四
号
Ｏ
ｇ
甘
四
】
仏
教
の
中
国
伝
来
は
、
後
漢
の
明
帝
（
五

七
’
七
五
年
在
位
）
の
感
夢
求
法
説
話
に
始
ま
り
、
や
が
て
渡
来
僧
に
よ

る
仏
典
将
来
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
四
八
年
に
渡
来
し
た

安
世
高
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
造
詣
が
深
く
、
『
阿
毘
曇
五
法
行
論
』
を
訳
出

し
た
。

百
シ
ｇ
匙
冨
Ｈ
Ｂ
ｍ
聾
匡
目
①
“
旨
ｇ
旨
四
】
四
世
紀
末
に
僧
伽
提
婆
が

「
八
腱
度
論
』
「
阿
毘
曇
心
論
』
、
僧
伽
賊
澄
が
『
斡
婆
沙
論
」
『
尊
婆
須

蜜
菩
薩
所
集
論
』
な
ど
を
訳
出
し
た
頃
か
ら
、
中
国
毘
曇
教
学
の
歴
史
が

い
よ
い
よ
本
格
的
に
展
開
す
る
。
そ
の
後
、
玄
葵
の
登
場
に
よ
っ
て
状
況

は
一
新
さ
れ
、
以
降
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
は
「
倶
舎
論
』
を
中
心
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
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以
上
が
第
二
章
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
節
の
前
半
、
す
な
わ

ち
根
本
分
裂
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
第
一
章
と
同
様
お
お
む
ね
従
来
の
学

説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
新
し
い
資
料
あ
る
い
は
解
釈
が
示

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
シ
ョ
ー
カ
王
と
部
派
分
裂
の
問
題
に
つ

い
て
は
近
年
、
議
論
の
大
前
提
と
な
る
「
破
僧
伽
」
（
困
白
警
口
罫
の
：
）

と
い
う
概
念
を
上
座
部
型
と
大
衆
部
型
の
二
系
統
と
し
て
捉
え
直
す
視
点

か
ら
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
（
段
目
宮
殿
困
置
〕
《
国
巨
邑
言
里

の
①
ｇ
、
旨
昏
の
隙
○
百
勺
目
且
￥
ｅ
‐
３
．
「
佛
教
研
究
」
一
八
、
二
一

’
二
五
、
二
七
号
、
一
九
八
九
’
一
九
九
八
年
）
、
そ
の
よ
う
な
成
果
が

参
照
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
中
国
毘
曇
教
学
史
と
学
僧
の
系

譜
を
略
述
し
た
最
後
の
第
四
節
は
、
い
わ
ば
付
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
は
、

本
書
の
基
本
構
想
が
最
も
明
確
に
提
示
さ
れ
た
第
一
節
後
半
か
ら
第
二
節
、

そ
し
て
第
三
節
末
尾
の
９
口
。
冒
巴
○
弓
に
至
る
論
述
を
詳
し
く
検
討
し
て

み
た
い
。

こ
こ
で
本
書
は
、
歴
史
的
叙
述
と
有
部
聖
典
の
成
立
背
景
を
探
る
考
察

と
を
交
え
な
が
ら
、
き
わ
め
て
独
創
的
な
仮
説
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、

マ
ト
ゥ
ラ
ー
に
発
祥
し
た
有
部
は
、
そ
の
本
拠
地
を
次
第
に
北
西
へ
移
し

て
ゆ
く
過
程
で
、
カ
シ
ミ
ー
ル
で
独
自
の
く
四
号
訂
の
房
四
○
号
且
○
葛
を

確
立
し
た
一
派
と
、
バ
ク
ト
リ
ア
お
よ
び
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
マ
ト
ゥ
ラ
ー
以

来
の
古
伝
承
を
保
持
し
た
一
派
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
思
潮
に
分
か
れ
て

い
っ
た
、
そ
し
て
後
者
つ
ま
り
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
こ
そ
カ

シ
ミ
ー
ル
毘
婆
沙
師
か
ら
警
壗
者
と
呼
ば
れ
た
経
量
部
で
あ
り
、
そ
の
経

量
部
こ
そ
後
に
根
本
説
一
切
有
部
を
自
称
し
た
人
々
に
ほ
か
な
ら
な
い
、

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
仮
説
に
は
か
な
り
疑
問
が
多
い
。
む
ろ
ん
問
題
は

後
半
の
「
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
が
経
量
部
で
あ
り
、
根
本
有

部
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
ご
く
単
純
に
考
え
て
、
こ
の
主
張
が

成
り
立
つ
た
め
に
は
、
①
「
経
量
部
と
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部

の
同
一
性
」
②
「
根
本
有
部
と
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
の
同
一

性
」
③
「
経
量
部
と
根
本
有
部
の
同
一
性
」
と
い
う
三
条
件
の
う
ち
、
少

な
く
と
も
二
つ
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
本
書
は
そ
の

ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
満
足
に
論
証
し
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
①
経
量
部
と
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
の
同
一
性
を
議
論

す
る
に
は
、
そ
の
前
に
未
だ
定
説
の
な
い
「
経
量
部
と
は
何
か
」
と
い
う

疑
問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
す
で
に
本
書
の

仮
説
は
揺
ら
ぎ
は
じ
め
る
。
な
ぜ
な
ら
本
書
は
『
大
毘
婆
沙
論
』
の
譽
嶮

者
説
や
「
倶
舎
論
」
の
経
量
部
説
、
あ
る
い
は
「
順
正
理
論
」
の
上
座
説

と
い
っ
た
経
量
部
研
究
の
一
次
資
料
を
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
な
く
、

も
っ
ぱ
ら
少
且
忌
、
閏
の
目
や
帝
目
印
昌
冒
の
底
の
古
典
的
研
究
の
み

に
基
づ
い
て
経
量
部
の
概
略
を
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
最
近

の
研
究
成
果
は
、
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
し
ば
し
ば
重
要
な
論
点

が
見
逃
さ
れ
て
い
る
。

若
干
の
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
玄
英
訳
『
異
部
宗
輪
論
』
に
は
「
経
量

部
、
ま
た
の
名
を
説
転
部
（
留
日
胃
四
目
富
）
」
な
る
部
派
が
「
諸
葱
は

前
世
よ
り
後
世
へ
転
位
（
“
四
日
胃
四
日
§
）
す
る
」
と
主
張
し
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
こ
れ
が
経
量
部
に
言
及
す
る
最
も
古
い
文

献
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
加
藤
純
章
「
経
量
部
の
研
究
』

は
、
こ
こ
で
の
「
経
量
部
」
も
し
く
は
「
説
経
部
」
（
普
薗
口
国
乱
烏
〕
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獣
§
ぐ
乱
四
）
が
後
の
経
量
部
（
ｇ
三
国
昌
訂
）
と
は
無
関
係
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
そ
の
「
諸
葱
の
転
位
」
説
も
経
量
部
や
譽
嶮
者
の
学
説
と
は

結
び
つ
か
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
「
経
量
部
の
研
究
」
春
秋

社
、
一
九
八
九
年
、
一
○
三
’
一
○
九
頁
）
。
し
か
し
本
書
は
こ
の
重
要

な
指
摘
に
触
れ
ず
、
伝
承
ど
お
り
経
量
部
と
説
転
部
を
同
一
視
し
て
「
諸

穂
の
転
位
」
説
と
経
量
部
の
三
世
実
有
説
批
判
（
現
在
有
体
・
過
未
無
体

説
）
と
を
関
連
づ
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
非
常
に
奇

妙
な
「
経
量
部
説
」
が
再
構
成
さ
れ
る
。

「
か
れ
ら
の
見
解
（
「
諸
穂
の
転
位
」
説
）
は
ヴ
ァ
ス
ミ
ト
ラ
の

学
説
（
三
世
実
有
説
の
正
説
と
さ
れ
る
位
不
同
説
）
と
き
わ
め
て
類

似
し
て
い
る
。
唯
一
の
違
い
は
、
経
量
部
は
《
時
間
は
永
遠
不
変
で

あ
り
、
こ
れ
（
諸
恵
）
は
そ
こ
を
通
過
し
て
ゆ
く
》
と
考
え
る
が
、

有
部
は
そ
の
永
遠
不
変
な
る
時
間
（
の
扇
自
画
岸
目
の
）
と
い
う
着
想

を
否
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
経
量
部
は
《
（
三
柵
の
）
時

間
区
分
と
は
（
こ
の
永
遠
不
変
な
る
時
間
を
）
通
過
す
る
事
象
そ
の

も
の
が
過
去
に
あ
っ
た
り
、
現
在
に
あ
っ
た
り
、
未
来
に
あ
っ
た
り

す
る
こ
と
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
》
と
も
主
張
す
る
」
（
本
書

一
○
六
頁
、
括
弧
内
は
評
者
の
補
足
）

で
は
本
書
が
加
藤
教
授
の
著
作
を
知
ら
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
す
ぐ
次

の
頁
の
「
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
が
世
親
の
直
接
の
帥
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は

な
い
」
（
本
書
一
○
七
頁
）
と
い
う
本
文
に
対
す
る
脚
注
（
三
七
六
）
の

な
か
で
、
典
拠
と
し
て
『
経
量
部
の
研
究
』
と
、
本
書
評
の
冒
頭
で
紹
介

し
た
ｏ
ｏ
ｘ
の
ロ
慰
農
ミ
ロ
言
、
営
畠
が
参
照
文
献
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
今
度
は
、
「
異
論
は
な
い
」
ど
こ
ろ
か
○
○
ｘ
教
授
が
同
書
の

五
一
頁
に
お
い
て
ま
さ
に
こ
の
点
に
つ
い
て
疑
念
を
呈
し
て
い
る
事
実
が

省
略
さ
れ
て
い
る
。
実
は
加
藤
教
授
本
人
も
後
に
自
説
を
修
正
し
た
う
え

で
「
し
か
し
、
師
弟
関
係
に
な
く
て
も
（
中
略
）
こ
の
二
人
は
思
想
的
に

も
個
人
的
に
も
先
輩
・
後
輩
と
し
て
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
」
と
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
む
ろ
ん
本
書
に
は
紹
介
さ
れ
な
い
（
加
藤

純
章
「
東
ア
ジ
ア
の
受
容
し
た
ア
ビ
ダ
ル
マ
系
諭
書
ｌ
「
成
実
論
」
と

『
倶
舎
論
』
の
場
合
」
『
仏
教
の
東
漸
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
思
想
Ｉ
』
「
シ

リ
ー
ズ
・
東
ア
ジ
ア
と
仏
教
」
第
二
巻
、
春
秋
社
、
一
九
九
七
年
、
五
九

頁
）
。さ

ら
に
本
書
は
、
○
○
×
教
授
が
（
加
藤
教
授
の
研
究
に
基
づ
い
て
）

述
べ
る
結
論
を
、
そ
の
ま
ま
経
量
部
の
定
義
と
し
て
採
用
す
る
（
本
書
一

○
九
頁
）
。
そ
れ
は
「
経
量
部
と
い
う
名
称
は
、
一
定
の
教
義
的
立
場
に

よ
っ
て
定
義
づ
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
こ
の
基
本
方
針
（
す
な
わ
ち
三
壯
実
有
説
批
判
）
に
同
意
す
る
人
々
そ

れ
ぞ
れ
の
見
解
を
包
括
す
る
総
称
と
し
て
、
き
わ
め
て
幅
広
い
含
み
を
も

っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
Ｓ
§
農
ミ

ロ
胃
、
曽
昌
も
さ
）
。
し
か
し
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
本
書
は
「
経
量
部

の
三
世
実
有
説
批
判
は
、
実
は
三
世
実
有
説
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
」

と
理
解
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
う
ち
「
三
世
実
有
説
批
判
に
同
意
す
る

人
々
が
経
量
部
で
あ
る
」
と
い
う
唯
一
の
明
確
な
規
定
が
意
味
を
な
さ
な

い
。
し
た
が
っ
て
た
と
え
三
世
実
有
説
を
述
べ
て
い
て
も
、
何
ら
か
の
点

で
カ
シ
ミ
ー
ル
毘
婆
沙
師
と
異
な
る
系
統
に
属
す
る
有
部
テ
ク
ス
ト
は
、

す
べ
て
経
量
部
所
属
で
あ
る
可
能
性
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
本
書
は
「
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
系
有
部
論
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書
」
つ
ま
り
『
阿
毘
曇
心
論
』
『
阿
毘
曇
心
論
経
』
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』

『
倶
舎
論
』
そ
し
て
『
阿
毘
曇
甘
露
味
論
」
、
さ
ら
に
は
「
入
阿
毘
達
磨

論
」
ま
で
を
も
経
量
部
論
耆
と
断
定
す
る
。
し
か
し
予
想
さ
れ
る
よ
う
に

そ
の
論
拠
は
ま
っ
た
く
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
書
嶮

ａ
且
自
国
）
と
い
う
語
に
は
経
（
閨
目
）
に
対
す
る
補
足
、
も
し
く
は

そ
の
解
説
と
い
う
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
刃
ご
旨
切
医
の
考
察
（
］
の
目

印
暑
旨
ｍ
医
ゞ
一
己
幽
刷
国
呂
冨
》
隙
昌
国
昌
時
四
四
且
貯
弓
叫
昌
く
且
旨
菅
、
冒
忌
‐

§
閏
§
軋
§
ぬ
ミ
ミ
島
》
ぐ
巳
×
く
昴
ｚ
ｏ
蝉
ら
ち
も
韻
ｅ
を

引
用
し
て
本
書
は
言
う
。
『
心
論
」
系
諭
書
や
『
倶
舎
論
』
は
、
偶
頌

（
め
日
国
）
と
散
文
に
よ
る
補
足
説
明
（
日
黒
目
国
）
を
も
っ
て
論
述
さ
れ

る
か
ら
、
ま
さ
し
く
段
目
四
目
富
自
国
曇
習
時
四
と
い
う
タ
ー
ム
を
体

現
し
て
お
り
、
ゆ
え
に
「
経
量
部
」
と
見
な
し
う
る
、
と
（
一
○
八
頁
）
。

し
か
し
殴
匡
目
具
時
四
‐
ロ
圏
の
国
目
冨
な
ど
と
い
う
語
の
典
拠
は
ど
こ
に

あ
る
と
い
う
の
か
。
そ
も
そ
も
叩
昌
旨
い
ぽ
教
授
は
、
こ
の
対
照
的
な

意
味
を
も
つ
二
つ
の
語
が
同
じ
文
脈
で
同
一
学
派
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た

と
は
考
え
が
た
い
か
ら
「
害
嶬
者
は
他
者
か
ら
の
蔑
称
で
経
量
部
は
自
ら

の
尊
称
で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な
仮
説
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も

し
「
心
論
』
系
論
耆
が
も
と
よ
り
経
量
部
所
属
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
構
成

お
よ
び
内
容
を
踏
襲
す
る
「
倶
舎
論
』
は
、
な
ぜ
改
め
て
「
経
量
部
」
説

を
導
入
し
て
そ
れ
ら
を
批
判
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
同
じ
構

成
を
採
用
す
る
「
順
正
理
論
』
は
な
ぜ
経
量
部
所
属
と
は
見
な
さ
れ
な
い

の
か
。
次
々
に
お
こ
る
こ
れ
ら
の
疑
問
に
本
書
は
答
え
な
い
。
ま
し
て

『
甘
露
味
論
』
『
入
阿
毘
達
磨
論
」
は
数
多
く
の
阿
含
経
典
を
引
用
し
て

い
る
か
ら
「
経
量
部
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
至
っ
て
は
（
一
○
八
頁
）

も
は
や
論
外
で
あ
ろ
う
。

続
く
②
根
本
説
一
切
有
部
と
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
の
同
一

性
に
つ
い
て
も
、
論
証
ら
し
い
論
証
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
・
根
本
有
部
に

つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
有
部
と
別
個
の
マ
ト
ゥ
ラ
ー
教
団
と
見
る
説
も
あ

っ
た
が
（
両
胃
旨
写
司
田
口
弓
巳
旨
四
）
《
弓
房
両
四
島
の
輿
く
旨
四
冨
幽
ロ
旦
吾
の

、
の
四
口
己
巨
唄
旦
国
巨
旦
旦
言
里
侶
】
雨
国
冒
吊
》
〕
騨
戴
、
○
乱
、
ミ
ミ
、
淘
○
営
口
騨

冒
呂
目
の
再
巴
旨
目
○
月
目
冒
巨
の
ｇ
○
且
園
月
日
○
ｇ
荷
昌
の
〕
詞
○
日
四
ゞ

ら
忠
）
、
今
日
で
は
お
お
か
た
有
部
か
ら
の
分
派
、
あ
る
い
は
有
部
の
一

系
統
と
見
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
多
く
の
資
料
が
、

根
本
有
部
と
（
一
般
に
有
部
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
）
マ
ト
ゥ
ラ
ー
と
の
結

び
つ
き
を
示
唆
す
る
。
ま
た
そ
の
名
称
は
「
自
分
た
ち
こ
そ
本
来
の
有
部

で
あ
る
」
あ
る
い
は
「
有
部
の
源
流
で
あ
る
」
と
い
う
、
カ
シ
ミ
ー
ル
有

部
へ
の
対
抗
意
識
に
基
づ
く
命
名
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
静
谷

正
雄
『
小
乗
仏
教
史
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
七
八
年
、
一
五
六
頁
）
。

本
書
は
こ
れ
ら
の
成
果
に
基
づ
い
て
「
根
本
有
部
は
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部

と
は
別
系
統
の
有
部
で
あ
り
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
以
来
の
古
い
立
場
を
継
承
し

て
い
る
」
と
考
え
る
。
そ
し
て
有
部
（
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
）
と
根
本
有
部

の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
の
参
考
文
献
と
し
て
、
の
呂
冒
与
呂
の
①
ロ
の
二

篇
の
論
文
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
大
毘
婆
沙
論
」
な
ど
の
玄

英
訳
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
諭
書
や
『
倶
舎
論
』
注
釈
書
の
記
述
（
念
処
や
他

心
智
な
ど
の
解
説
）
に
は
、
根
本
有
部
の
伝
承
に
基
づ
く
改
変
の
跡
が
認

め
ら
れ
る
と
い
い
（
旧
い
日
肝
耳
の
ｇ
目
昌
騨
易
①
己
．
《
国
の
旨
僧
の
圏
目

の
ｏ
昏
巳
函
口
伽
の
写
９
両
戸
田
庁
巨
ロ
匡
弓
の
ｘ
侭
の
印
の
宮
の
言
の
【
四
口
○
日
の
。
豈
閏
匡
冒
匡

勺
○
鷲
百
口
○
口
耐
呂
四
団
員
屋
言
呂
ｍ
８
の
昌
巨
異
国
且
ｇ
》
》
西
国
ロ
国
団
①
３
①
異
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＆
》
蜘
忌
、
粋
言
汚
瞳
照
言
忌
導
昌
ご
§
尋
可
訂
言
鳥
、
国
冒
亀
ミ
ミ
‐
匡
冒
‐
負
‐

冒
蔚
、
の
冒
昌
で
○
ｍ
］
の
ロ
圃
昌
、
巨
旦
堅
写
巳
の
日
巨
降
○
勗
呂
巨
口
い
く
四
口
号
ロ
ゴ
○
①
Ｏ
丙
障

罰
匡
官
の
。
宮
〕
３
日
温
の
旨
〕
己
電
）
（
本
書
七
七
’
七
八
頁
）
、
ま
た
『
倶

舎
論
』
お
よ
び
「
順
正
理
論
』
に
は
根
本
有
部
の
阿
含
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
と

同
じ
系
統
の
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
」
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
も
い
う

（
の
。
言
昌
吾
回
匡
、
の
口
》
《
間
口
巳
の
自
刃
の
い
の
ロ
巴
○
口
の
ロ
旦
巾
の
口
旦
四
国
四
く
い
掲
四

苫
。
言
ぐ
言
『
旨
ｇ
ｍ
ｇ
の
も
冨
○
の
呂
巨
の
，
尋
、
ミ
、
国
風
胃
苛
鴬
菅
、
鳶

愚
§
冬
吻
員
震
員
○
篤
‐
畠
§
②
ゞ
パ
ヨ
〉
こ
ざ
）
（
本
書
九
○
’
九
一
頁
）
。

本
書
の
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
根
本
有
部
の
古
い
伝

承
か
ら
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
が
、
「
倶
舎
論
』
の
頃

を
転
機
に
、
逆
に
根
本
有
部
か
ら
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
玄
英
訳

の
諸
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
改
作
に
至
っ
た
、
と
い
う
経
緯
を
物
語
る
と
い

ス
ノ
Ｏ

し
か
し
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
根
本
有
部
を
バ
ク
ト
リ
ァ
・
ガ
ン
ダ
ー

ラ
有
部
と
見
な
す
議
論
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
た
と
え
「
有
部
の
伝
承
が

徐
々
に
根
本
有
部
伝
承
に
基
づ
い
て
改
作
さ
れ
て
ゆ
く
傾
向
は
ヴ
ァ
ス
バ

ン
ド
ゥ
か
ら
始
ま
る
」
（
本
書
七
八
頁
）
と
い
う
本
書
の
主
張
を
認
め
る

と
し
て
も
、
「
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
」
つ
ま
り
『
阿
毘
曇
心

論
』
「
阿
毘
曇
心
論
経
』
「
雑
阿
毘
曇
心
論
」
（
あ
る
い
は
『
甘
露
味
論
」
）

か
ら
「
倶
舎
論
』
へ
と
い
う
系
譜
こ
そ
そ
の
根
本
有
部
伝
承
の
担
い
手
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
本
書
に
細
説
さ
れ
る
カ
シ
ミ
ー
ル
有

部
と
根
本
有
部
の
複
雑
な
交
渉
の
歴
史
が
、
そ
の
ま
ま
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部

と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
の
関
係
に
重
ね
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
『
倶
舎
論
』
以
外
の
「
バ
ク
ト
リ
ァ
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
」
諭
書
は
、

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
考
察
の
な
か
で
ひ
と
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
「
バ
ク
ト
リ
ア
・
ガ

ン
ダ
ー
ラ
有
部
」
が
経
量
部
で
あ
る
と
か
根
本
有
部
で
あ
る
と
か
言
い
な

が
ら
、
実
は
そ
の
明
白
な
論
拠
を
た
だ
『
倶
舎
論
」
の
う
え
に
し
か
見
い

だ
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
『
倶
舎
論
』
の
外
形
的
特
徴
が
『
心
論
』
『
心

論
経
』
『
雑
心
論
』
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『
倶
舎
論
』
の
内
容

的
特
徴
も
当
然
こ
れ
ら
三
論
書
に
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
と
類
推
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。

し
か
も
本
書
は
そ
の
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
③
経
量
部
と
根
本
有
部
の

同
一
性
す
ら
十
分
に
論
証
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る

経
量
部
説
と
根
本
有
部
的
要
素
が
、
た
ん
に
別
個
に
併
存
し
て
い
る
だ
け

な
の
か
、
そ
れ
と
も
固
有
の
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題

さ
え
検
証
し
て
い
な
い
。
唯
一
の
例
外
は
、
先
に
挙
げ
た

の
島
目
夢
四
房
①
ご
教
授
の
一
九
八
七
年
論
文
（
「
玲
伽
論
』
と
根
本
有
部

所
伝
「
相
応
阿
含
』
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
を
紹
介
し
た
後
に
述

べ
る
「
経
量
部
が
琉
伽
行
派
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
こ
と
は
根

本
有
部
と
瑞
伽
行
派
を
結
び
つ
け
る
の
み
な
ら
ず
、
根
本
有
部
と
経
量
部

を
も
結
び
つ
け
る
」
（
本
書
六
二
頁
）
と
い
う
言
及
で
あ
る
。
し
か
し
続

い
て
琉
伽
行
派
と
経
量
部
の
関
係
が
考
察
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い

う
よ
り
も
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
経
量
部
の
定
義
が
あ
ま
り
に
も
暖
昧
な

た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
考
察
は
本
耆
に
は
無
理
な
の
で
あ
ろ
う
。

経
量
部
と
根
本
有
部
を
関
連
づ
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
近
年
の
す
ぐ
れ

た
研
究
の
幾
つ
か
は
、
そ
れ
な
り
に
有
効
な
素
材
を
提
供
す
る
。
た
と
え
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ば
『
倶
舎
論
』
に
は
「
経
量
部
」
と
い
う
名
称
の
由
来
を
示
す
資
料
と
し

て
「
あ
る
人
々
」
（
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
［
弓
○
四
富
国
乱
も
．
ｇ
ご
ユ
に

よ
れ
ば
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
）
の
次
の
よ
う
な
宣
言
が
引
か
れ
て
い
る
「
わ

た
し
た
ち
は
経
を
量
（
基
準
）
と
す
る
の
で
あ
っ
て
論
を
量
と
す
る
の
で

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
世
尊
に
よ
っ
て
『
経
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
べ
き
で

あ
る
』
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
の
日
日
目
臼
愚
息
厨
ぐ
印
冨
巳

口
四
砂
幽
め
胃
四
も
門
四
目
旨
画
唇
四
宍
国
昏
へ
匡
穴
言
餌
門
口
写
］
す
ぎ
四
ｍ
画
く
四
庁
倒
《
《
の
ロ
吋
叫
ロ
《
四
℃
【
い
，

庁
詠
煙
吋
四
口
巴
【
ず
弓
四
ぐ
肖
国
ぐ
］
四
目
〉
》
岸
亘
［
而
汽
印
旦
彦
四
国
①
二
壱
』
い
①
甲
旦
）
。
こ
こ

で
教
証
と
し
て
引
か
れ
る
「
経
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
べ
き
で
あ
る
」

（
呂
目
ロ
日
冒
呂
笛
３
口
目
ｇ
画
く
旨
く
冒
日
）
と
い
う
長
阿
含
『
浬
藥
経
』

の
一
句
は
、
現
存
資
料
で
は
根
本
有
部
所
属
文
献
に
し
か
見
い
だ
さ
れ
な

い
（
日
の
目
日
日
目
巨
厨
醇
四
己
匡
四
ヶ
言
斥
切
巨
ず
巨
旨
切
貝
圖
冒
閂
勗
四
国
ロ
巴
吋
ず
ぽ
四
‐

昌
国
ぐ
く
画
日
冒
四
で
戸
邑
胆
巴
四
目
旦
尉
閏
四
国
巴
ご
両
目
鼻
ご
く
ｍ
ａ
ｍ
ｏ
冒
日
号
の
旦

口
畠
』
昏
琴
鋤
も
画
嵐
員
、
ご
割
葛
§
昌
曽
〉
弓
田
目
早
目
目
〉
津
穴
四
・
①
員
昌
の
‐
く
の
昌
侭
国
①
昌
邑
》

胃
の
、
？
』
①
、
烏
吊
冒
旨
芯
匹
の
匡
旨
］
く
○
｝
・
す
罰
”
旨
い
の
ロ
国
○
○
戸
○
○
》
【
琶
○
さ

ら
恩
】
目
の
凶
ｚ
Ｈ
．
怠
』
く
○
個
四
侭
隠
画
・
ゞ
「
始
今
日
當
依
経
教
、
不
依

於
人
」
『
根
本
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
巻
三
七
、
大
正
蔵
二
四
巻
、
三
八
九

頁
中
）
（
加
藤
純
章
『
経
量
部
の
研
究
』
一
○
五
’
一
○
六
頁
）
。
ま
た

「
倶
舎
論
」
の
引
用
文
献
を
集
成
し
た
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
特
殊
な
注

釈
書
「
ウ
パ
ー
イ
カ
ー
』
こ
き
ミ
言
§
宮
鼻
鼠
８
国
註
包
お
よ
び
そ
れ
に
基

づ
く
本
庄
良
文
の
一
連
の
成
果
は
、
『
倶
舎
論
』
の
用
い
た
「
相
応
阿
含
』

や
律
典
が
根
本
有
部
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る

（
本
庄
良
文
「
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
伝
え
る
中
・
相
応
阿
含
」
「
佛
教

研
究
』
十
四
号
、
一
九
八
六
年
）
（
本
庄
「
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
の
伝
え

る
律
典
」
「
佛
教
研
究
』
一
六
号
、
一
九
八
七
年
）
。
そ
し
て
そ
れ
ら
根
本

有
部
聖
典
の
な
か
に
は
、
た
と
え
ば
滅
尽
定
有
心
説
の
よ
う
な
経
量
部

（
玲
伽
行
派
）
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
思
想
と
深
く
か
か
わ
る
経
典
が
含
ま

れ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
は
こ
う
い
っ
た
資
料
に
ま
っ
た
く
言
及
し
な
い

ま
ま
、
乏
し
い
手
が
か
り
だ
け
を
頼
り
に
仮
説
を
組
み
立
て
て
い
る
。

誤
解
の
な
い
よ
う
に
言
っ
て
お
く
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
資
料
を
加

え
れ
ば
本
書
の
仮
説
が
た
だ
ち
に
説
得
力
を
も
つ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
そ
も
そ
も
根
本
有
部
を
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
と
明
確
に
区
別
で
き
る
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
（
榎
本
文
雄
「
「
根
本
説
一
切
有
部
」
と
「
説
一

切
有
部
」
」
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
四
七
’
一
号
、
一
九
九
八
年
）
。
ま

た
か
っ
て
は
経
量
部
の
教
義
を
再
構
成
す
る
う
え
で
中
心
資
料
と
さ
れ
て

い
た
「
倶
舎
論
」
の
「
経
量
部
」
学
説
が
、
実
は
初
期
玲
伽
行
派
学
説
の

引
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
近
年
の
諸
研
究
も
考
盧
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
幻
：
の
鼻
【
【
旨
の
Ｈ
》
騨
忌
、
暮
色
ミ
９
昌
昌
§
営

罫
、
罰
§
ｓ
昌
匹
罫
ミ
ミ
ミ
、
、
三
目
閂
望
屋
号
ｇ
園
日
日
号
の
臣
。
四
の
ロ
且

、
匡
旦
旦
冒
切
目
巨
畏
匡
口
号
国
の
津
仁
吟
鈩
さ
四
厨
胃
の
肘
昏
点
日
号
２
房
の
可
の
ロ
ロ
二

国
官
佳
巨
の
房
島
の
の
冒
島
①
ロ
ロ
ロ
号
①
Ｈ
昌
普
乏
肘
ロ
》
ら
ｇ
》
層
．
ｇ
中
曽
と
。

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
、
根
本
有
部
な
り
経
量
部
な
り
の

実
体
を
再
検
討
し
な
い
こ
と
に
は
、
両
者
の
関
係
を
め
ぐ
る
い
か
な
る
考

察
も
議
論
に
耐
え
な
い
。

実
を
言
え
ば
評
者
は
、
本
書
を
入
手
し
て
、
カ
バ
ー
折
り
返
し
の
惹
句

に
「
本
学
術
書
は
有
部
と
根
本
有
部
の
関
係
に
新
た
な
光
を
当
て
る
と
と

も
に
、
譽
嚥
者
お
よ
び
経
量
部
に
か
ん
す
る
斬
新
な
視
点
を
提
供
す
る
で

あ
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
、
こ
う
い
っ
た
諸
問
題
に
対

川貝
工 』



さ
て
、
本
書
の
後
半
は
、
こ
の
第
二
章
で
示
さ
れ
た
構
想
に
基
づ
い
て
、

有
部
論
書
を
二
群
に
分
類
し
て
各
章
に
配
当
す
る
。
す
な
わ
ち
第
三
章
で

は
「
カ
シ
ミ
ー
ル
系
正
統
派
毘
婆
沙
師
」
に
属
す
る
諸
論
害
（
い
わ
ゆ
る

有
部
七
論
）
を
、
第
四
章
で
は
「
バ
ク
ト
リ
ァ
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
系
有
部
」

（
つ
ま
り
本
書
の
言
う
「
経
量
部
」
も
し
く
は
「
根
本
有
部
」
）
諭
書
を

取
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
資
料
概
況
と
内
容
を
述
べ
る
。

た
だ
し
第
三
章
は
、
前
半
が
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
の
方
法
論
的
問
題
を
考

察
す
る
序
論
と
、
そ
の
考
察
を
踏
ま
え
て
六
足
・
発
智
・
婆
沙
の
思
想
史

的
位
置
づ
け
を
行
う
総
論
、
後
半
が
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
解
題
を
述
べ
る

各
論
、
と
い
う
、
そ
れ
自
身
ひ
と
つ
の
完
結
し
た
構
成
を
も
っ
て
い
る
。

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

す
る
何
ら
か
の
新
た
な
知
見
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
密
か
に

期
待
し
た
。
そ
の
た
め
こ
の
第
二
章
を
と
り
わ
け
興
味
深
く
読
み
進
ん
だ

の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
期
待
は
失
望
に
終
わ
っ
た
。

第
三
章
カ
シ
ミ
ー
ル
正
統
派
毘
婆
沙
師
９
９
回
目
言
の
①
￥

【
腺
自
国
聾
く
い
号
毎
淵
涛
四
○
月
吾
○
二
○
×
旦

第
一
節
序
論
き
§
§
§
。
篝
一
三
八
’
一
三
九
頁

有
部
主
要
論
耆
の
イ
ン
ド
原
典
は
、
完
本
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
現
存
せ

ず
、
主
に
漢
訳
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
後
代
ア
ビ

ダ
ル
マ
の
代
名
詞
と
な
る
『
倶
舎
論
』
の
思
想
的
背
景
を
知
る
う
え
で
も

重
要
で
あ
る
。

|聖

第
二
節
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
る
総
論
Ｑ
§
ミ
ミ
。
§
尉
冒
昌
胃
震
閣

一
三
九
’
一
六
○
頁

日
．
○
○
日
己
①
ｘ
旨
①
め
旨
吾
①
ロ
の
ぐ
巴
○
℃
目
の
貝
旦
シ
ラ
宮
口
写
閏
日
四
Ｆ
］
蔚
圖
‐

冒
同
①
四
目
弓
の
両
日
の
侭
の
ロ
○
①
旦
胖
§
】
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
耆
は
、
個
人
の

著
作
と
い
う
よ
り
、
阿
含
以
来
の
聖
典
解
釈
の
積
み
重
ね
が
次
第
に
か
た

ち
を
整
え
て
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
自

身
の
性
格
と
、
歴
史
資
料
の
欠
如
と
い
う
イ
ン
ド
固
有
の
事
情
が
、
個
々

の
論
害
の
年
代
的
位
置
づ
け
を
困
難
に
し
て
い
る
。
現
存
す
る
文
献
が
、

増
広
や
改
作
を
経
て
生
み
だ
さ
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
多
種
多
様
な
異
本

の
ひ
と
つ
（
も
し
く
は
幾
つ
か
）
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
点
は
常
に
考
慮

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

【
御
○
○
国
堅
胃
５
ロ
ゴ
ｇ
葛
の
①
口
昏
①
ロ
①
く
巴
○
℃
目
①
昌
○
｛
シ
ケ
昏
巨
ケ
日
日
四

四
且
弓
の
両
日
の
品
の
冒
○
の
具
の
①
９
ｍ
】
有
部
の
初
期
論
言
の
外
形
的
特
徴
は

南
伝
論
耆
な
ど
と
も
少
な
か
ら
ず
共
通
す
る
。
ま
た
内
容
面
に
お
い
て
も
、

初
期
の
諭
書
に
は
必
ず
し
も
有
部
に
固
有
の
教
義
が
説
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
三
世
実
有
説
は
一
応
「
識
身
足
論
』
に
説
か
れ
る

が
、
こ
の
学
説
の
全
体
像
は
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
至
る
ま
で
明
ら
か
に
さ

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
六
足
論
が
有
部
（
も
し
く
は
そ
の
系
統
）
に
お
い

て
成
立
し
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
は
部
派
が
分
裂
す

る
以
前
か
ら
存
在
し
た
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
起
源
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
し
、
あ
る
い
は
他
の
学
派
系
統
で
述
作
さ
れ
た
論
耆
を
有
部
が
改
作
し

て
自
部
派
に
取
り
入
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
「
発
智
論
」
以
降

の
テ
ク
ス
ト
は
、
当
初
よ
り
有
部
に
お
い
て
成
立
し
た
と
見
な
し
て
ま
ず

差
し
支
え
な
い
。
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第
三
節
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
爵
、
昌
畠
３
号
津
守
言
忌
ミ
曽
亀
層
ミ
‐

ミ
ミ
ヘ
一
六
○
’
一
七
六
頁

【
骨
．
自
彦
の
ｍ
２
ｇ
の
①
ぐ
の
ロ
向
日
唇
の
閏
く
山
里
茸
幽
旦
四
シ
ケ
言
旦
壷
日
日
四

目
の
×
房
】
有
部
の
七
論
を
「
六
足
・
発
智
」
と
い
う
形
式
で
述
べ
る
最
も

古
い
記
録
は
三
七
九
（
も
し
く
は
三
九
○
）
年
に
書
か
れ
た
「
八
權
度

論
」
二
四
章
の
後
記
で
あ
る
。
た
だ
し
『
大
毘
婆
沙
論
』
で
す
で
に
『
発

智
論
』
が
根
本
諭
書
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

冒
宛
①
胃
５
口
の
８
○
ｓ
の
『
シ
ｇ
己
冨
『
白
四
○
○
房
８
○
日
】
『
尊
婆
藪
蜜

菩
薩
所
集
論
』
は
比
較
的
発
達
し
た
有
部
教
義
を
伝
え
て
お
り
、
ひ
と
ま

ず
有
部
所
属
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
所
属
部
派
の
判
定
は
微
妙
で
あ
る
。

『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
」
は
明
ら
か
に
有
部
論
害
で
は
な
い
が
、
『
法
語
足

論
』
や
パ
ー
リ
「
分
別
論
』
と
構
造
上
の
類
似
を
示
し
て
興
味
深
い
。

【
い
ロ
自
侭
画
且
勺
：
○
ｓ
園
昌
○
口
】
七
論
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
時
期
を
推

定
す
る
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
テ
ク
ス
ト
相
互
の
引
用
に
基
づ
い
て
先
後

関
係
を
決
定
し
て
い
く
や
り
方
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
後
代
あ
る
い
は

翻
訳
段
階
に
お
け
る
挿
入
や
増
広
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
も
決
定

的
で
は
な
い
。
テ
ク
ス
ト
内
の
新
古
の
層
を
定
め
る
こ
と
が
あ
る
程
度
で

き
て
も
、
全
体
を
い
つ
の
時
代
の
産
物
と
見
な
す
か
と
い
う
問
題
は
そ
れ

と
は
別
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
経
典
を
め
ぐ
る
厳
格
な
教
義
問
答
ス
タ
イ

ル
（
の
ａ
ｇ
呂
目
呂
巴
○
四
○
の
量
の
）
か
ら
よ
り
自
由
な
解
釈
ス
タ
イ
ル

（
常
①
『
の
ｘ
品
の
号
巴
の
ｇ
①
）
へ
と
い
う
全
体
的
な
流
れ
に
基
づ
い
て
、

個
々
の
教
義
を
め
ぐ
る
分
析
の
複
雑
化
や
新
し
い
術
語
の
登
場
と
い
っ
た

要
素
に
留
意
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
お
お
き
く
四
期
に
分
け
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
（
四
期
の
分
類
に
つ
い
て
は
本
書
第
一
章
第
三
節
参
照
）
。

文
献
解
題
爵
爵
一
七
七
’
二
五
四
頁

（
以
下
、
本
章
後
半
で
は
有
部
七
論
お
よ
び
後
期
諭
書
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料

概
況
と
内
容
紹
介
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
詳
細
は
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
取
り
あ
げ
ら
れ
る
文
献
は
次
の
通
り
で
あ
る
）

］
』
罫
ミ
言
ミ
ミ
匂
§
§
轡
ミ
嵩
貰
葛
号
爵
吻
§
『
阿
毘
達
磨
集
異
門
足
論
』

的
堅
き
ミ
言
式
ミ
ミ
言
笥
営
凰
雷
員
言
菖
§
旨
い
ミ
「
阿
毘
達
磨
法
穂
足
論
』

い
』
罫
ミ
言
葛
弓
号
、
皇
曽
営
巷
貫
颪
園
、
画
「
施
設
論
』

吟
崔
罫
員
言
ミ
ミ
ご
曽
冒
幕
習
§
画
§
３
ミ
ロ
「
阿
毘
達
磨
識
身
足
論
』

口
』
罫
員
冒
司
ミ
ミ
言
種
禽
旨
高
島
爵
３
ｓ
『
阿
毘
達
磨
界
身
足
論
』

。
』
寒
員
言
司
ミ
§
『
黒
ミ
§
§
、
§
爵
急
§
「
阿
毘
達
磨
品
類
足
論
』

剴
逵
罫
員
言
ご
曽
識
§
§
昌
息
§
亀
３
急
昌
「
阿
毘
達
磨
発
智
論
」
（
「
八
腱

度
論
」
）

酌
票
蝿
罰
罫
口
箇
Ｏ
Ｓ
愚
§
忌
画
毘
婆
沙
系
概
説
書
（
『
韓
婆
沙
論
』
『
阿

毘
曇
毘
婆
沙
論
』
「
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
）

ぬ
浬
守
意
興
野
口
、
ミ
ロ
苫
造
園
旨
葛
漫
昌
、
国
爵
怠
式
昌
画
旨
包
崔
寺
意
昼
琴
国
、
蒼
畠
Ｓ
冨
急
堂
負
、
、
国
鳥
宮
‐

曾
劉
胃
画
『
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
』
お
よ
び
『
阿
毘
達
磨
顯
宗
論
』

５
．
』
罫
武
言
ご
暮
口
烏
冨
自
琶
輿
司
寒
尉
９
，
８
言
ミ
ミ
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー

パ
』

以
上
が
第
三
章
の
梗
概
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
章
は

そ
れ
自
身
で
独
立
し
た
完
結
性
を
も
っ
て
い
る
う
え
、
扱
う
範
囲
が
カ
シ

ミ
ー
ル
毘
婆
沙
師
の
論
害
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
内
容
的
に
も
前
章

の
特
異
な
仮
説
と
直
接
の
関
連
を
も
た
な
い
。
ま
た
論
述
の
進
め
方
も
前
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二
章
と
は
対
照
的
で
、
主
要
な
関
連
論
文
を
的
確
に
読
み
こ
な
し
つ
つ
堅

実
な
考
察
を
重
ね
て
い
る
。

と
く
に
そ
の
前
半
部
で
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
全
般
に
わ
た
る
方
法
論

上
の
問
題
が
総
括
さ
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
初
期
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
耆

の
内
容
を
読
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
述
作
者
が
実

際
に
は
誰
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
思
想
傾
向
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
問

題
は
さ
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
も
た
な
い
。
よ
り
重
視
す
べ
き
は
、
そ
の
文

献
が
い
か
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
所
属
す
る
か
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
同

時
代
に
幾
つ
か
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
諸
異
本
の
ど
の
よ
う
な
系
統
に
属
し
、

ど
の
程
度
の
増
広
が
加
わ
っ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
に

あ
る
。
し
か
し
歴
史
的
・
地
理
的
な
外
部
資
料
の
少
な
い
イ
ン
ド
学
分
野

に
お
い
て
は
、
あ
る
テ
ク
ス
ト
の
成
立
年
代
や
成
立
地
域
を
推
定
す
る
た

め
の
主
要
な
手
が
か
り
が
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
自
身
の
ほ
か
に
は
存
在
し
な

い
と
い
う
循
環
構
造
（
・
胃
巨
目
目
）
は
避
け
が
た
い
。
し
か
も
有
部
の

よ
う
に
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
お
お
き
な
広
が
り
を
も
っ
た
学
派
に
所

属
す
る
文
献
の
場
合
、
し
ば
し
ば
ひ
と
つ
の
テ
ク
ス
ト
に
、
様
々
な
地
域

や
様
々
な
時
代
の
教
義
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
重
層
的
に
織
り
込
ま
れ
て
し

ま
っ
て
お
り
、
事
態
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。
本
章
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ

研
究
に
つ
き
ま
と
う
こ
れ
ら
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

（
８
具
の
ｘ
目
四
こ
の
目
の
い
）
を
ま
ず
列
挙
す
る
。
続
い
て
、
有
部
諭
書
発
展

史
に
か
ん
す
る
、
必
ず
し
も
互
い
に
一
致
し
な
い
従
来
の
諸
見
解
を
客
観

的
に
紹
介
し
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
に
向
け
て
必
要
な
基
礎
知
識
を
的
確

に
提
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
慎
重
か
つ
学
問
的
な
態
度
は
、
当
然
の
こ
と
前
章
の
い
さ

さ
か
短
絡
的
な
考
察
と
は
相
容
れ
な
い
。
た
と
え
ば
す
で
に
見
た
「
マ
ト

ゥ
ラ
ー
に
発
祥
し
た
有
部
が
カ
シ
ミ
ー
ル
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
（
お
よ
び
バ
ク

ト
リ
ァ
）
に
二
分
化
し
、
後
者
が
経
量
部
、
ひ
い
て
は
根
本
有
部
に
な
っ

た
」
と
い
う
第
二
章
の
仮
説
と
、
本
章
に
お
け
る
次
の
記
述
を
比
較
さ
れ

た
い
。

「
地
理
的
に
い
え
ば
、
有
部
は
マ
ト
ゥ
ラ
ー
お
よ
び
北
西
地
方
、
と

く
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
そ
し
て
カ
シ
ミ
ー
ル
と
結
び
つ
き
を
も
つ
。
ど
ち

ら
の
地
方
に
も
少
な
く
と
も
紀
元
後
一
世
紀
に
は
有
部
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
は
、
碑
銘
の
証
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
ど
ち
ら

の
地
方
が
こ
の
部
派
の
本
来
の
発
祥
地
で
あ
っ
た
か
は
い
ま
だ
学
界

に
お
け
る
争
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
耆
の
述

作
と
い
う
面
で
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
現
存
す
る
有
部
テ

ク
ス
ト
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
北
西
地
方
の
広
域
で
あ
り
、
そ
こ

に
お
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
学
統
（
言
ｇ
ｏ
巴

が
分
立
し
た
。
毘
婆
沙
系
文
献
に
お
い
て
し
ば
し
ば
多
種
多
様
な
見

解
が
《
カ
シ
ミ
ー
ル
毘
婆
沙
師
》
《
ガ
ン
ダ
ー
ラ
論
師
》
《
外
国
師
》

《
西
方
師
》
と
い
っ
た
様
々
な
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
師
に
帰
さ
れ
て
い
る

事
実
が
、
そ
れ
ら
諸
学
統
の
分
立
を
明
白
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
グ
ル
ー
プ
の
由
来
、
性
格
、
地
域
は
不
明
で
あ
る
が
、
毘
婆
沙

系
文
献
に
紹
介
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
説
に
基
づ
い
て
、
そ
の
教
義

の
特
徴
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
そ
う
や
っ
て
析
出
さ
れ
た

様
々
な
学
統
の
教
義
的
輪
郭
は
、
い
ま
だ
ど
の
系
統
に
由
来
す
る
か

が
不
明
瞭
な
諸
文
献
の
所
属
を
考
え
る
う
え
で
、
ひ
と
つ
の
判
断
材

料
に
も
な
り
う
る
。
た
だ
し
こ
の
教
義
的
輪
郭
を
利
用
し
て
得
ら
れ
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る
実
際
の
効
果
は
、
残
念
な
が
ら
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
多
く
の
場
合
、
単
一
の
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
も
様
々
な
地
域
の

多
様
な
教
義
的
立
場
に
基
づ
く
記
述
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
」
（
本
書
一
四
九
’
一
五
○
頁
）

こ
の
一
文
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
章
は
、
結
果
的
に
は
第
二
章

の
仮
説
に
対
す
る
き
わ
め
て
正
当
な
立
場
か
ら
の
批
判
と
な
っ
て
い
る
。

先
に
紹
介
し
た
が
、
緒
言
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
こ
の
第
三
章
の
み
が

ｏ
呂
呂
９
潤
教
授
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ

に
見
た
本
章
の
考
え
方
は
Ｃ
Ｏ
減
教
授
の
も
の
で
あ
り
、
第
二
章
の
仮
説

は
、
他
の
大
部
分
の
本
文
を
手
が
け
た
と
い
う
Ｒ
ｍ
ｍ
①
旨
博
士
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

複
数
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
執
筆
と
い
う
形
式
を
取
る
場
合
、
こ
の
よ

う
な
同
一
著
作
内
に
お
け
る
記
述
の
矛
盾
は
し
ば
し
ば
避
け
が
た
い
。
し

か
し
本
書
は
、
全
体
と
し
て
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
の
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
初
学
者
や
専
門
外
の
研
究

者
を
も
読
者
と
し
て
想
定
す
る
概
説
書
で
あ
る
。
し
か
も
執
筆
分
担
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
章
ご
と
の
内
容
が
こ
れ
ほ
ど
対

立
し
て
も
よ
い
も
の
か
、
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
共
著
者
同
士
が
一
定
の

同
意
に
達
す
る
ま
で
討
議
す
る
か
、
そ
れ
が
無
理
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
章

の
執
筆
者
名
を
記
し
て
論
文
集
の
形
に
す
る
か
し
て
欲
し
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
第
三
章
の
内
容
が
充
実
し
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
点
は
非
常
に

惜
し
ま
れ
る
。

な
お
本
書
評
で
は
紹
介
を
省
略
し
た
が
、
後
半
の
解
題
も
、
有
部
の
主

要
諭
書
に
対
す
る
す
ぐ
れ
た
文
献
案
内
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て

第
四
章
バ
ク
ト
リ
ア
お
よ
び
ガ
ン
ダ
ー
ラ
○
冨
冒
の
『
甸
○
員
》
田
口
。
‐

口
賦
画
ロ
ニ
○
四
口
」
彦
閂
四

第
一
節
『
心
論
』
系
論
害
陣
島
旨
軍
閣
爵
鴎
二
五
五
’
二
六
九

頁

「
阿
毘
曇
心
論
』
は
、
お
そ
ら
く
「
大
毘
婆
沙
論
』
以
前
に
、
バ
ク
ト

リ
ァ
出
身
の
ト
カ
ラ
人
、
法
勝
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
。
形
式
的
に
は
、
全

十
章
が
凹
諦
説
に
基
づ
い
て
、
苦
諦
（
界
品
）
、
集
諦
（
行
品
・
業
品
・

使
品
）
、
滅
諦
（
賢
聖
品
）
、
道
諦
（
智
品
・
定
品
）
お
よ
び
補
論
（
契
経

品
・
雑
品
・
問
論
品
）
と
い
う
順
に
配
列
さ
れ
る
点
、
論
述
が
偶
頌
と
そ

れ
に
対
す
る
長
行
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
点
に
特
徴
を
も
つ
。
こ
れ
ら
の

形
式
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
諭
書
「
阿
毘
曇
心
論
経
」
お
よ
び
「
雑
阿
毘
曇
心

論
」
に
踏
襲
さ
れ
る
。
『
心
論
経
』
は
ほ
と
ん
ど
「
心
論
』
の
模
倣
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
『
雑
心
論
』
に
な
る
と
記
述
に
か
な
り
の
増
広
が
加

え
ら
れ
る
。
と
く
に
『
大
毘
婆
沙
論
』
か
ら
多
く
の
学
説
が
導
入
さ
れ
て

お
り
、
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
か
ら
の
思
想
的
影
響
の
痕
跡
を
伝
え
る
。

第
二
節
『
倶
舎
論
」
患
萱
号
ミ
営
黒
。
旨
二
六
九
’
二
七
八
頁

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
の
著
者
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
に
つ
い
て
は
、
四
世

紀
説
、
五
世
紀
説
お
よ
び
「
二
人
説
」
が
あ
り
今
な
お
決
着
を
見
な
い
。

五

最
後
の
第
四
章
で
は
、
本
書
に
よ
っ
て
「
バ
ク
ト
リ
ア
お
よ
び
ガ
ン

ダ
ー
ラ
有
部
諭
書
」
に
分
類
さ
れ
た
諸
文
献
が
概
説
さ
れ
る
。

お
ノ
、
。
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「
倶
舎
論
』
は
、
直
接
に
は
「
雑
心
論
」
を
手
本
に
し
て
著
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
教
義
内
容
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
間
に
は
多
く
の
相
違
点

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
が
経
量
部
の
立
場
を
支
持
す
る
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。

第
三
節
「
甘
露
味
読
」
』
喜
忌
ミ
量
画
量
ミ
ミ
旨
二
七
八
’
二
八
二

頁

「
阿
毘
曇
甘
露
味
論
』
も
ま
た
『
心
論
』
と
一
定
の
類
似
を
見
せ
る
。

著
者
は
ゴ
ー
シ
ャ
カ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
が
「
大
毘
婆
沙

論
』
に
お
け
る
四
大
論
師
の
一
人
と
同
一
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
甘
露

味
論
」
の
成
立
は
二
世
紀
頃
で
あ
り
、
初
期
の
「
心
論
』
系
諭
書
の
一
種

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節
『
入
阿
毘
達
磨
論
」
隆
守
置
き
ミ
ミ
目
ミ
ミ
画
二
八
二
’
二
八

五
頁玄

英
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論
耆
は
『
順
正
理
論
」
と
同
時
期
に
カ

シ
ミ
ー
ル
近
辺
で
著
さ
れ
た
と
い
う
。
内
容
的
に
も
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
と

は
系
統
の
異
な
る
点
が
認
め
ら
れ
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
第
四
章
で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
本
書
の
構
想
か
ら
い
え
ば
、
こ

れ
ら
の
文
献
か
ら
経
量
部
思
想
を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
根
本
有
部
と
関
連

づ
け
て
、
第
二
章
に
示
し
た
仮
説
の
妥
当
性
を
よ
り
具
体
的
に
論
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
く
に
譽
嶮
者
と
の
関

係
が
問
題
と
な
る
「
雑
阿
毘
曇
心
論
』
の
ダ
ル
マ
ト
ラ
ー
タ
や
、
『
倶
舎

論
」
の
経
量
部
説
に
つ
い
て
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は

「
「
倶
舎
論
』
が
経
量
部
の
テ
ク
ス
ト
と
認
め
ら
れ
る
以
上
、
同
じ
く
偶

頌
（
訂
［
房
凶
）
と
長
行
（
喜
瀞
旨
）
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
『
心
論
」
系

諭
書
も
ま
た
経
量
部
の
論
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
」
（
本
書
二
七

一
頁
）
と
か
「
（
『
心
論
経
』
の
著
者
は
）
何
度
も
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
説
を

名
指
し
で
引
用
す
る
。
し
た
が
っ
て
か
れ
自
身
は
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
論
師

で
は
な
く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
出
身
の
外
国
師
、
す
な
わ
ち
経
部
師
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
」
（
二
五
九
頁
）
と
か
弓
入
阿
毘
達
磨
論
』
が
経
量
部
の
論

書
で
あ
る
事
実
は
、
こ
の
論
書
に
多
く
の
阿
含
が
引
用
さ
れ
る
事
実
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
る
」
（
二
八
Ⅲ
頁
）
と
い
っ
た
、
第
二
章
と
同
じ
主
張
が

繰
り
返
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
で
譽
嚥
者

説
が
否
定
的
に
引
用
さ
れ
る
事
実
に
つ
い
て
は
「
こ
の
譽
嚥
者
と
は
ダ
ル

マ
ト
ラ
ー
タ
自
身
が
か
っ
て
は
所
属
し
、
後
に
そ
こ
か
ら
離
脱
し
た
学
派

で
あ
る
」
（
二
六
五
頁
）
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
で
は
『
雑
心
論
』
の
立
場

を
経
量
部
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
四
諦
説
を
規
範
と
す
る
点
で
『
心
論
」
系
論
害
と
構
成
上
の
類
似

を
も
つ
（
そ
し
て
譽
嶮
者
と
の
思
想
的
関
連
が
注
目
さ
れ
る
）
ハ
リ
ヴ
ァ

ル
マ
ン
の
『
成
実
論
』
は
、
本
書
の
主
張
に
と
っ
て
格
好
の
素
材
を
提
供

し
そ
う
な
文
献
だ
が
、
言
及
す
ら
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
逆
に
『
入
阿

毘
達
磨
論
』
が
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
必
然
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ど

な
ど
、
他
に
も
疑
問
点
は
多
い
が
、
こ
の
辺
で
止
め
て
お
こ
う
。
要
す
る

に
本
章
は
、
第
二
章
の
仮
説
が
い
か
に
根
拠
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
か
を

自
ら
証
明
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
以
外
の
部
分
、
つ
ま
り
個
々

の
テ
ク
ス
ト
の
内
容
紹
介
に
か
ん
す
る
限
り
は
、
と
り
あ
え
ず
妥
当
な
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
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一
ハ

概
説
書
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
大
胆
な
新
説
を
避
け
、
穏

当
な
定
説
ば
か
り
を
並
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

独
創
的
な
解
釈
に
基
づ
い
て
、
当
該
の
研
究
領
域
全
体
に
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
角
度
か
ら
光
を
当
て
て
み
せ
る
よ
う
な
著
作
こ
そ
、
真
に
す
ぐ
れ

た
概
説
書
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
そ
の
新
た
な
解
釈
は
、
従

来
の
研
究
成
果
が
投
げ
か
け
る
疑
問
に
よ
く
応
え
う
る
堅
実
さ
を
そ
な
え

第
三
章
は
、
有
部
の
歴
史
的
実
像
を
再
現
す
る
た
め
に
必
要
な
留
意
点

や
問
題
点
に
つ
い
て
、
適
切
な
忠
告
と
助
言
を
読
者
に
与
え
る
。
こ
れ
は

方
法
論
的
考
察
に
す
ぐ
れ
た
欧
米
の
学
界
な
ら
で
は
の
成
果
と
言
え
よ
う
。

漢
訳
有
部
論
書
の
個
別
的
研
究
が
進
み
、
そ
れ
ら
の
異
本
と
思
わ
れ
る
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
や
未
証
定
の
断
片
が
次
々
に
報
告
さ
れ
、
資
料
の
系

統
的
把
握
が
複
雑
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
概
説
書
に

本
書
の
狙
い
は
有
部
の
文
献
を
総
合
的
に
考
察
す
る
た
め
の
斬
新
な
視

点
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
第
二
章
に

述
べ
ら
れ
た
仮
説
は
、
今
日
に
お
け
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
の
水
準
に
は
届

い
て
お
ら
ず
、
稚
拙
な
思
い
つ
き
の
域
を
出
て
い
な
い
。
逆
に
そ
の
よ
う

な
仮
説
を
組
み
立
て
る
以
前
の
問
題
と
し
て
、
現
存
資
料
か
ら
有
部
ア
ビ

ダ
ル
マ
思
想
史
を
描
き
出
す
に
あ
た
っ
て
の
方
法
論
的
課
題
を
仔
細
に
指

摘
し
た
第
三
章
が
、
本
書
の
な
か
で
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
本
書
自
身
の

意
図
と
は
反
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
上
が
評
者
の
率
直
な
読
後
感
で

あ
る
。

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
な
方
法
論
の
再
確
認
と
検
証

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
第
三
章
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
、
同
種
の

試
み
が
今
後
も
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
（
苔
ミ
ミ
９
８
）

。
｝
届
ユ
の
切
言
毎
匡
の
ヨ
の
貝
国
四
房
ロ
①
の
②
①
旨
》
○
２
房
茸
○
○
隣
〕
、
ロ
『
ご
到
貿
昌
詞

島
国
§
塞
営
陣
昔
冒
畠
畠
営
西
冑
己
言
３
号
【
○
凰
国
再
巴
尉
三
戸
目

［
口
呂
①
目
）
、
四
口
Ｑ
］
』
》
田
口
屋
』
④
＠
ｍ

胃
の
ｍ
ｚ
④
（
ろ
Ｐ
］
○
い
い
」
Ｃ
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